
 

海部医療圏保健医療計画の見直しについて 

 
１ 経緯 

平成24年3月に医療法第30条の3に基づき厚生労働大臣が定める「医療提供体制の 

確保に関する基本方針」及び「医療計画作成指針」の改正が行われ、以下の点につ

いて新たに医療計画に盛り込むこととされた。 

 

【 主な改正内容 】 

・精神疾患の医療連携体制に求められる機能の明示 

・「災害医療等のあり方に関する検討会報告書」を踏まえた災害時の医療体制の 

見直し 

・在宅医療の医療連携体制に求められる機能の明示 

・5疾病・5事業及び在宅医療のそれぞれに係る地域の医療提供体制の現状把握、 

課題抽出、目標設定、施策の明示、評価 

 

これを受け、県では、平成23年3月に公示した愛知県地域保健医療計画（以下「県 

計画」という。）を見直し、平成25年3月に新たな県計画を公示した。 

 

【 県計画の主な見直し内容 】 

がん対策 ・外来でがん治療や緩和ケアが受けられる体制づくりについて 
・女性が検診を受けやすい環境づくりについて 

精神保健医療対策 「予防・アクセス」、「治療・回復・社会復帰」、「精神科救急」、「身体

合併症」、「専門医療」、「うつ病」、「認知症」の医療機能ごとに現状と

課題、それに対応した医療体制について 
災害医療対策 ・災害拠点病院の機能強化について 

・災害医療コーディネート体制の構築について 
小児医療対策 あいち小児保健医療総合センターを小児救命救急センターと位置づ

け、同センターを中核とする新たな小児救急医療体制について 
在宅医療対策 医療福祉従事者が専門性を活かしながらチームとなって患者・家族を

支援する体制の構築、関係機関の連携調整、地域包括ケアシステムの

構築について 
 

 県計画の見直しを受けて、「愛知県医療圏保健医療計画（平成23年3月策定）」 

の見直しを平成25年度中に行うこととなった。 

 

２ 見直しの考え方 

 （１）精神疾患の医療体制、災害時の医療体制及び在宅医療に係る医療体制を明示

する。 

（２）県計画を基本に、地域の実情を踏まえて見直し行う。 

 

 



 

 

３  見直しの方法 

（１）海部医療圏保健医療計画策定部会の設置 

   医療計画の見直しを検討するため策定部会を設置。 

   策定部会の委員は、別紙のとおり。 

   策定部会は、県が示した医療圏計画見直しスケジュールにそって年4回開催。

（２）圏域保健医療福祉推進会議 

   医療計画の「素案」及び「最終案」の検討を圏域保健医療福祉推進会議で行う。 
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職　　名 氏　　名

津島市医師会長 杉　山　　秀　樹

海部医師会長　（策定部会長） 谷　本　　光　保

津島市歯科医師会会長 平　野　　真　英

海部歯科医師会会長 加　藤　　隆　朗

津島海部薬剤師会長 奧　　健

あま市民病院長 赤　毛　　義　実

津島市民病院長 松　崎　　安　孝

厚生連海南病院長 山　本　　直　人

医療法人宝会理事長 覚　前　　淳

愛西市市民生活部健康推進課長 飯　田　　優　子

津島市健康福祉部高齢介護課長 山　内　　道　子

（順不同　敬称略）

海部医療圏保健医療計画策定部会構成員


